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　 　 その１－歴史地震の記録から

卯 田 　 強 （ 新 潟 大 学 理 学 部 自 然 環 境 科 学 科 ）

わ が 国 の 最 初 の 地 震 記 録 は、 『日 本 書 紀』 の 允 恭 天 皇 5 年 秋 7 月 14

日 （ 416 年 ８ 月 23 日 ） の 条 に、 「地 震 が あ っ た。 地 震 の 夜、 尾 張 連 吾

襲 を 使 わ し て、 反 正 天 皇 の 殯 宮 （ 遺 体 安 置 所 ） の 様 子 を 見 さ せ ら れ た」

と い う 記 述 が あ る。 ま た、 同 じ 日 本 書 紀 の 推 古 天 皇 7 年 4 月 27 日

（ 599 年 ５ 月 28 日 ） の 条 に、 「地 震 が 起 き て、 建 物 が す べ て 倒 壊 し た。

そ れ で、 全 国 に 命 じ て、 地 震 の 神 を お 祭 り さ せ た ｝ と あ る。 こ れ は 地

震 に よ る 被 害 の 記 録 と し て は、 わ が 国 最 古 の も の で あ る。

新 潟 周 辺 の 日 本 海 沿 岸 地 域 の 地 震 は、 830 （ 天 長 4 ） 年 2 月 3 日 に

起 こ っ た 出 羽 国 の 地 震 ( 北 緯 39.8 ゜ ･ 東 経140.1゜ E 、 M7.4)で、 秋 田 の

城 郭 や 家 屋 が 倒 壊 し、 死 者 15 名 ・ 負 傷 者 100 名 余 り を だ し、 地 割 れ が

多 く で き て、 長 い も の は 60 ～ 90m に 達 し た と う い う 記 録 に 始 ま る。 さ

ら に 841 年 信 濃 国 北 部 の 地 震 (M6.7) 、 850 年 出 羽 国 の 地 震 (M7.0) 、

887 年 越 後 国 の 地 震 (M6.5) な ど、 7 回 ほ ど の 記 録 が 残 っ て い る。 そ れ

以 降、 1400 ～ 1500 年 代 に 2 ･ 3 回 の 記 録 が あ る も の の、 1614 （ 慶 長

19 ） 年 の 高 田 地 方 の 地 震 (M7.7) ま で の 700 年 間 に は ま っ た く 記 録 が 残

っ て い な い （ 図 １ ）。

図 1 西暦 800年以降に日本海側で起きた M5以上の地震。縦軸は北緯。

 

図１ 北緯36°～41°の日本海側に発生したM5以上の地震 



戦 国 時 代 な ど の 動 乱 期 を 経 た た

め に 史 資 料 が 逸 散 し て し ま っ た 可

能 性 が あ る も の の、 時 代 が 下 が る

ほ ど 古 文 書 の 数 も 増 え る と 考 え ら

れ る の で、 お そ ら く こ の 間 は 地 震

活 動 が 静 穏 な 時 期 で は な か っ た か

と 推 定 さ れ る。

1751 （ 宝 暦 1 ） 年 5 月 21 日 の 高

田 地 震 (M7 ～ 7.4) で は、 高 田 城 が

所 々 破 損 し、 町 方 ３ カ 所 か ら 出 火

し た。 直 江 津 ～ 糸 魚 川 間 の 谷 で

山 崩 れ が 多 く、 死 者 を 出 し た。

現 在、 名 立 大 町 の 宗 龍 寺 の 裏 手

に 見 ら れ る 崩 落 崖 は、 こ の と き

起 こ っ た 『名 立 崩 れ』 の 名 残 で

あ る （ 図 ２ ）。

1802 （ 享 和 2 ） 年 12 月 9 日 の

小 木 地 震 （ M6.7 ～ 7) で は、 死

者 19 名 ・ 家 屋 倒 壊 732 戸 な ど の

被 害 を 出 し た。 こ の と き 沢 崎 ～

赤 泊 間 の 海 岸 約 25km に わ た っ て

最 大 2.5m 隆 起 し た。 『佐渡情話 』

で有名 な 名勝・矢島経島な ど の

隆 起 海蝕台は、 こ の 地 震 で姿を 現 し た も の で あ る ( 図 ３ ）。

1804 （ 文化 1 ） 年 7 月 10 日、 象

潟 地 震 (M7.0) が お こ り、 死 者

500 名 以 上 ・ 家 屋 倒 壊 5000 戸 以 上

の 大 き な 被 害 を 出 し た。 こ の と き

象潟 が い っ き に 9m も 隆 起 し た た め

に、 潟湖に浮かぶ島々 は 小 高 い丘

と な り、 入り 江 は格好の耕作地 に

な っ た。 地 震 の 起 こ る 100 年 ほ ど

前に こ の 地 を訪れ た松尾芭蕉は、

松島に も似た美し い風景を眺め て、

「江 の 縦横一里ばか り、 俤松島に

か よひて、 ま た異な り、 松島は笑

ふがごと く、 象潟 は う らむがごと

図 2　「名立崩れ」の露頭。北陸自動車道『名立谷
浜』インターの直ぐ下にある。

図 3　佐渡市小木の矢島経島。小木地震で隆起
した海食台で、ドレライトの枕状溶岩とハイア
ロクラスタイトからなる。

図 4　象潟地震以前の機差潟地域の風景
（湊・井尻､ 1966）。



し。 寂し さ に悲しみを加へて、

地勢魂を な や ま す に似た り」 と

あ ら わ し、 「象潟 や雨に 西施が

ねぶの花」 と詠んだ。 も し芭蕉

の来る前に 地 震 が 起 こ っ て い た

ら、 象潟 は 『奥の細道』 に登場

し な か っ た で あろう （ 図４）。

1828 （ 文政 11 ） 年 12 月 18 日 に

三条 地 震 （ M6.9)が 起 こ っ た。 死

者 1443 名 ・ 家 屋 倒 壊 9808 戸、 消

失家 屋 1204 戸 と い う 大惨事を招

い た。 良寛和尚は こ の 地 震 を 体

験し、 『地 震 後詩』 と い う詩を 残 し て い る ( 図 ５ ）。 そ れ に よ れば、

当日 は急に寒気が 強 ま り、 雪と な っ て 海 は 大荒れ に な っ た。 余 震 は翌

年 3 月 ま で続い た。 こ の よ う な災難を を まねい た の は、 天明の 大飢饉

の あ と、 人々 は贅沢 に な れ、 道議を忘れ た結果で あ る と、 嘆い て い る。

も っ て銘と す べ し。 こ の と き、 地 割 れ が で き て、 そ こ か ら水や砂の噴

出 が 見 ら れ た り、 噴砂現象が著し か っ た と い う 記 録 も 残 っ て い る。

　


